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２０１１年３月１１日の大震災と大津波被災から１年を迎えます。被災地はもちろ
んのこと日本各地で被災死者の鎮魂と行方不明者のために心からの祈りがささげられ

ます。高松教区でも１１日には各小教区でミサがささげられます。また被災者支援の

ための各種イベントが企画されています。信徒の皆さんも是非ミサに参加して祈り、

支援復興のためのイベントに積極的に参加し、四旬節の愛の行いを形にして表わして

頂たいものです。

大 船 渡 ボ ラ ン テ ィ ア 報 告

神学生高山徹さんは神学生養成の一環として｢地ノ森いこいの家｣でのボランティアに１ヶ
月間参加しました。ここにその体験を報告します。
■被災地現況

近隣のセメント工場が瓦礫の焼却を請け負ったお陰で、瓦礫の片付けは、大船渡におい
てかなり進んだかに見えます。更地にされた所や、家が改修された所も少なくないです。

しかし、ベースから少し足を延ばすと、壊れかけた校舎、瓦礫の山、海に沈みかけた家
屋等が目につきます。街が津波による破壊からの復興というより復旧作業がまだまだ続
いていることを再認識させられます。

1月14日の大船渡ベース開所式の折には額面102万

5000円分のお米券を贈ることが出来、大変喜んで頂

きました。キャンペーンは2月を目途としていまし

たが、これからも続けて参りますので宜しくお願い

致します。尚、２回目も３月中にはベースに届ける

手はずとなっております。「チリも積れば山となる」

大船渡ベースのつぶやき・・・

●出張お茶っこ：仮設住宅にて、たこ焼きを作りながら

の出張お茶っこを開催しました～

震災の話やその後の苦労したお話などをお聞きするこ

とができました。

徐々 にボランティアさんをお連れすることができる仕事

は増えていますが、ボランティアさんの数が足りません。

老若男女問わず、できるボランティアはあります。

ぜひ、大船渡ベースへお越しください。

ＴＳＣ トピックス

■ベース
カトリック大阪教会管区が運営するカリタスジャパンが津波で全壊した個人の土地家

屋を譲り受け、新たに建造した木造平屋の建物です。断熱材が埋め込まれ、暖房器具、
加湿器等が整い、非常に過ごしやすい施設です。機能としては、２つあります。
１つは、地ノ森いこいの家と呼ばれる様に、気軽に立ち寄ってお茶を飲む場所としての

機能で地元の言葉で“お茶っこ”と呼ばれる時を過ごせるようになっています。来訪者
から「休まる」「子どもも安心する」等の声が聞かれます。

もう１つは、常駐スタッフ３名がボランティアを迎え、滞在期間中の活動や宿泊等をコー
ディネートしていることです。滞在するボランティア が日々入れ替わるため、種々の
活動に采配する作業も重要となります。また、近隣の仮設住宅、NPO、商店会、社会福

祉協議会等、他の団体との連携や人脈作りも取り組んでいます。また昼と夜の食事は、
パート職員のフィリピンの女性方が受け持っています。これには就労支援の意味合いも

あります。 ボランティアには信者の方が多いですが、未信徒の方も参加しています。

④社会福祉協議会

ベースと同じです。中長期で関わる労働力としてのボランティアを求めています。
⑤その他

お米券、商品券等は地元の商店の活性化につながる（地元にお金が落ちる！）ので頂
けるとありがたいです。それから、お菓子類（日持ちのするもの）も、お茶っこの際に

お出しできるので、これも頂けるとありがたいです。先日は愛媛の郡中教会から手作り
マドレーヌが届き、大変好評でした。

■ニーズ

ニーズが非常に多様化しているため、常に情報収集が必要であることが挙げられます。以前か

ら人々 の間で存在していた生活の格差、独居高齢者等の問題も震災後さらに表面化しています。

震災から一年が経ち、支援物資もかなり届けられています。津波で何もかも失った状態から、

ある程度は生活することができるようになっています。衣類、毛布、消耗品等、提供されると喜

ばれるものは今でも多くありますが、大量に届いてしまい、分配しきれないということもありま

す。

以下、各主体ごとに、必要としていることを（仕入れた情報の限りにおいて）挙げてみます。

①大船渡ベースとして

中長期（数週間単位）で滞在できるボランティアが必要です。常駐スタッフをサポートしつつ、

地域の種々 の活動に参加できる人、心身共にタフさと明るさのある人が求められています。

②仮設住宅やみなし仮設で生活されている方々 にとって

訪れて共に過ごすボランティアが特に必要とされています。具体的には買い物のための送迎、

話し相手、何か楽しい企画、お食事、音楽等、色々 な可能性があります。専門家による傾聴もさ

ることながら、大船渡ベースが力を入れている“一緒にお茶を飲みながらじっと話を聞く”とい

うことも被災者の方にとって必要なことのようです。孤独死や自殺を防ぐ取り組みとしても注目

されています。代わる代わる訪れるボランティアさんに出会えることが楽しみと語る年配者の方

は多いようです。若い人が仮設住宅を訪問することが、人々 を励ますことになるということです。

従って、特に高校生や大学生には休暇を利用してボランティアへの参加を促したいものです。

③子育て支援グループとして

月に数回程度、サロン的雰囲気の集まりを子育て中のお母さんに提供しています。日常的に気

軽に訪れることができる場所です。その意味で、大船渡ベースは非常に有難いとのことです。

オムツやお尻ふき等の消耗品が、子育て中のお母さんがたにとって非常にありがたい様
です。ただ、支援グループをコーディネートしている方は、「あまり頂くばかりでも・・・」

と言うことです。

日 本 司 教 団 東 日 本 大 震 災 １ 周 年 （２月１５日）

犠 牲 者 の 追 悼 と 復 興 を 祈 る

震災・津波から１年を前に日本司教団は東京カ

テドラルで追悼ミサを捧げた。その中で教皇ベ

ネディクト１６世のメッセージが代読され、同

教皇は「一致ある対応」を呼びかけ日本カトリッ

ク教会が掲げる「寄り添う支援」の支持を後押

しする形となった。

「写真提供＝サンパウロ」

☆マッサージ師：Sr.上野
睡眠へ誘います

●ミニコンサート
仮設住宅にてミニコンサートを開催し

ました。NHKの取材も来ていて、ビック
リ。ニュースで流れました 2/27

●自宅訪問 足を怪我され自宅療
されている方のもとへご飯をお届
けしました。

祈願ミサ10:30～

安らかに暮らせる日を

支援バザー11:30～

美味しい「特製カレー」

伝統の味「マーマレード」

鎮魂のコンサート13:00～

静けさと祈りに満ちた

被災者へのレクイエム

被災者の方々を支え励ま

そうと本教会実行委員会

では多くの方々の参加を

呼び掛けています
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「お米券」を贈りましょう全教区キャンペーン （2011年12月～ ）

■活動内容
①仮設訪問

仮設住宅の集会所にお邪魔してお話を聞く、というのが基本的なスタイルです。住民
の方々とお茶っこしたり、たこ焼きパーティーを催したりもしています。常駐の支援員

さんからの依頼で、個人のお宅に伺って窓に断熱シートを貼る等の必要にお応えするこ
ともあります。。
②外国人就労支援

大船渡・陸前高田には70名くらいのフィリピン女性が在住しています。カリタスジャ
パンは、彼女達の支援に目を向けています。その一つが就労支援です。被災後の彼女た

ちの就労をサポートするため、主としてヘルパー２級の資格講座やALT資格認定講座の受
講を勧めています。講座の主催者・関係団体は様々です。大船渡ベースは、ヘルパー２

級の資格講座を補う勉強会を少人数で開催したり、ALT講座受講中の子守り等、顔の見え
るつながりの中でサポートしています。
③社会福祉協議会

市の社会福祉協議会（社協）が斡旋する活動に参加しています。大船渡社協は現在、
毎週金土日曜日に行う漁港の泥出し作業を募集しています。陸前高田社協は毎日幅広い

作業を斡旋しています。
④お茶っこ
来訪を促し、お茶とお菓子をお出しするために待機しています。憩いの時間を求めて

来訪する子供連れのお母さん方、ちょっとした打ち合わせにいらっしゃる他のベースの
方やNPOの方まで、訪れる方は様々です。大きな企画としては、東京帝国ホテルのシェフ

が手作りでケーキを振舞って下さいました。
⑤近隣の支援グループへの参加

よそのグループに参加したこともあります。最近では、大船渡市内の子育て支援グルー
プの集まりに参加しました。小さな子供達の世話をしたり、集まったお母さん方とお話
したりします。その方々が再びゆったり過ごす場をベースに求めて来られます。

⑥買い物送迎
ベースの近くの地ノ森仮設住宅の方に買い物送迎のサービスを提供しています。毎週

水曜日と日曜日に、１時間毎計３便の仮設とスーパー往復送迎をしています。一日10名
程度の利用があり、交通手段のない方にとって不可欠なボランティアとなっています。
⑦その他

その時々で、色々な方面からの要請が舞い込みます。たとえば、教会の信者さんで、
このベースの土地を提供下さった高齢の方が足を悪くされ、彼女の所へ交代で食事を届

けお話する、という活動がしばらく続けられました。


